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◎料金の記載のないものは無料です。
◎マークの見方は１２ページ参照。

16

あ
し
か
が
お
し
ご
と
研
究
所

就
職
面
接
会

商
業
振
興
課
・
☎
⑳
２
１
５
８

時
11
月
30
日
㈫
／
午
前
10
時
～
正
午

場
地
場
産
セ
ン
タ
ー
内
子
育
て
に
理

解
の
あ
る
市
内
企
業
が
参
加
す
る
就

職
面
接
会
対
原
則
、
子
育
て
中
で
就

職
を
希
望
す
る
方
定
20
人
程
度
申
11

月
25
日
㈭
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足

利（
☎
㊶
３
１
７
８
）※

参
加
企
業
な
ど
の
情
報

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
随
時
更
新
し
ま
す
。

青
少
年
の
職
業
的
自
立
支
援
相
談

商
業
振
興
課
・
☎
⑳
２
１
５
８

時
12
月
17
日
㈮
／
午
後
１
時
～
４
時

30
分
場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
就
職

や
日
常
生
活
で
の
悩
み
な
ど
相
産
業

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
対
市
内
に
在
住

か
通
勤
し
て
い
る
50
歳
未
満
の
方
や

そ
の
親
族
、
関
係
者
な
ど
※
求
職
活

動
中
の
方
も
可
。
申
12
月
15
日
㈬
ま

で
に
電
話
で
栃
木
県
若
年
者
支
援
機

構（
☎
０
２
８
・
６
７
８
・
４
７
４
５
）

い
つ
こ
こ
就
活
講
座
・
就
職
相
談

と
ち
ぎ
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
８
５
・
２
５
・
７
０
０
２

時
12
月
７
日
㈫
～
10
日
㈮
／
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分
場
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
内
職
業
適
性
検
査
、
履
歴
書

作
成
、
面
接
対
策
な
ど
※
１
日
だ
け

の
参
加
も
可
。
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
就
職
相
談
あ
り
。
対
15

～
49
歳
ま
で
の
求
職
中
の
方
定
先
着

５
人
申
11
月
29
日
㈪
ま
で
に
電
話
ま

た
は
直
接
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
講
座
・
展
示

同
セ
ン
タ
ー
・
☎
㊹
７
３
１
１

場
同
セ
ン
タ
ー（
相
生
町
）

■  
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座 

■

時
11
月
18
日
㈭
／
午
後
７
時
～
９
時

題
地
域
で
伝
統
文
化
を
育
む
た
め
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
両
毛

伝
統
文
化
芸
能
振
興
会
理
事
長
・
山

岡 

美
奈
子
さ
ん
定
25
人
申
事
前
に

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

■ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ん
で
も
相
談
室 

■

▼
11
月
10
日
㈬
＝
内
ラ
ジ
オ
体
操
で

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
ラ
ジ
オ

体
操
１
級
指
導
士
・
岩
木
照
予
さ
ん

▼
11
月
24
日
㈬
＝
内

楽
し
く
自
分
史
を
つ

く
る
講
タ
ウ
ン
誌
編

集
発
行
人
・
新
楽 

正
さ
ん

▼
12
月
８
日
㈬
＝
内
す
っ
き
り
か
ん

た
ん
整
理
術
講
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
濱
田 

真
由
里
さ
ん

《
共
通
》時
午
後
２
時
～
４
時
定
20
人

申
事
前
に
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

■ 

ま
ち
の
縁
側

～
読
書
サ
ロ
ン
へ
の
ご
招
待
～ 

■ 

時
11
月
19
日
㈮
／
午
後
２
時
～
４
時

内『
四
国
遍
路
』辰
濃
和
男
講
木
村 

寛
さ
ん
定
25
人
申
事
前
に
電
話
で
同

セ
ン
タ
ー

■ 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
企
画
展 

■ 

▼
川
島
直
人
水
彩
画
作
品
展（
川
島

直
人
さ
ん
）＝
時
11
月
８
日
㈪
～
18

栃木労働局賃金室
　　　　☎０２８・６３４・９１０９

足利労働基準監督署・☎ 41１１８８

１０月１日から ８８２円時間額

最低賃金栃木県

　パート、アルバイトなどを含め、
すべての労働者に適用されます。
　特定の産業には特定最低賃金が
定められています。

確認しましょう！

 足利学校絵画大会入選作品展示
史跡足利学校事務所・☎㊶２６５５

■ 足利市長賞
大 平 柚 希（山辺中１年）  

時１１月１日㈪～３０日㈫／午前９時～午後４時３０
分場史跡足利学校事務所棟ビデオルーム

■ 足利学校庠
しょうしゅ

主賞
藤 川 夏 音（協和中２年）

■足利学校事務所長賞
中 山 貴 登（けやき小５年）
坂 本 陽 香（ 南 小６年）
岡 田 愛 音（ 北 中１年）

■ 足利市教育長賞
髙 山 莉 穂（名草小６年）  
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Pick Up!

お
知
ら
せ

税

福 　

 

祉

募 　

 

集

子  

育  

て

健 　

 

康

働 　

 

く

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

施 　

 

設

相 　

 

談

17

日
㈭
※
11
月
15
日
㈪
を
除
く
。

▼
伝
え
た
い
足
利
の
職
人
技
展（
飯

島
秀
雄
さ
ん
）＝
時
11
月
22
日
㈪
～

12
月
２
日
㈭

▼
田
中
正
造
と
共
生
展（
坂
原
辰
男

さ
ん
）＝
時
12
月
６
日
㈪
～
23
日
㈭

※
12
月
20
日
㈪
を
除
く
。

《
共
通
》時
平
日
午
前
10
時
～
午
後
７
時

と
ち
ぎ
県
民
カ
レ
ッ
ジ
登
録
講
座

 

成
人
大
学『
Ｓ
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
人
権
』

助
戸
公
民
館
・
☎
㊹
０
７
９
１

時
12
月
14
日
㈫
／
午
後
１
時
30
分
～

３
時
場
同
公
民
館
※
講
演
の
生
配
信

映
像
を
観
覧
。
内
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本

的
な
内
容
や
人
権
問
題
を
課
題
と
し

た
取
り
組
み
の
紹
介
講
一
般
社
団
法

人
日
本
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
協
会
代
表
理
事
・

堤 

晶
子
さ
ん
対
県
内
在
住
の
方
定

先
着
30
人
申
11
月
９
日
㈫
午
前
９
時

か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
公
民
館

 

環
境
観
察
会
・
渡
良
瀬
川
で

野
鳥
を
観
察
し
よ
う！

環
境
政
策
課
・
☎
⑳
２
１
５
１

時
12
月
５
日
㈰
／
午
前
９
時
30
分
～

正
午
場
渡
良
瀬
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

（
岩
井
町
）、
渡
良
瀬
川
河
川
敷
講
日

本
野
鳥
の
会
栃
木
県
支
部
の
皆
さ
ん

対
ど
な
た
で
も
※
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
。
定
先
着
30
人
持
筆
記
用

具
、
双
眼
鏡
※
暖
か
い
服
装
で
。
申

事
前
に
電
話
で
同
課

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
元
気
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト『
手
染
め
体
験
教
室
』

足
利
織
物
伝
承
館
・
☎
㉒
３
０
０
４

時
11
月
28
日
㈰
／
午
後
１
時
～
４
時

場
同
館（
足
利
織
物
会
館
２
階
）内
天

然
染
料
に
よ
る
大
判
シ
ル
ク
ス
カ
ー

フ
地
の
染
め
体
験
講
足
利
伝
統
工
芸

品
振
興
協
議
会
会
長
・
橋
本
晴
夫
さ

ん
定
先
着
８
人�

料
１
５
０
０
円
※
当

日
徴
収
。
持
エ
プ
ロ
ン
、
使
い
捨
て

ゴ
ム
手
袋
申
事
前
に
電
話
で
同
館
※

受
付
時
間
は
平

日
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま

で
。
受
講
の
可

否
は
後
日
連
絡
。

足
利
山
岳
映
画
会

映
像
の
ま
ち
推
進
課
・
☎
⑳
２
２
６
０

時
11
月
27
日
㈯
／
午
前
10
時
場
市
民

プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル
内
短
編
映
画
９
作

品
上
映
※
問
い
合
わ
せ
は
足
利
山
岳

映
画
会
実
行
委
員
会
代
表
・
石
川（
☎

０
９
０
・
５
３
２
４
・
４
２
５
８
）。

　各講座、イベントなどにご来場の際は新型コロナウイルス感染症予防
対策にご協力をお願いします。また延期や中止となる可能性があります。

史跡足利学校事務所・☎㊶２６５５

　この本は、江戸時代前期の作家・井原西
鶴 (1642～93年）が書いた小説で、京都や
大坂の人々が年の最後で最大の収支決算日
だった大晦日を乗りきるため銭の工面に苦
労する２０の話が書かれています。
　足利学校が所蔵したのは明治１８年（1885
年）で、利保村の阿由葉 勝作が子の鍋造の
所蔵本を彼の一周忌に寄贈したことにより
ます。寄贈された４９９部５７３冊には、本書
のように足利学校に欠けていた国書（国内
で出版された本）が多く含まれます。現在

阿由葉 勝作寄贈の『世間胸算用』

20

遺蹟図書館で開
催中の『足利学
校の保護活動―
近 代 を 中 心 に
―』展で展示し
ています。

人権・男女共同参画課・☎ 73８０８０・ＦＡＸ 73８０６６

▼ 人権なんでも相談

市民プラザ小ホール ほか
１２月４日㈯／ 午前１１時３０分～午後４時３０分 

※手話通訳あり。

毎年１２月４日～１０日は人権週間

時午前１１時３０分～午後１時
３０分場本館２階研修室

時午前１１時３０分～午後４時
３０分場西館４０１号室

▼ 入賞作品の展示

▼ 映画監督のトーク・映画上映
『荒野に希望の灯をともす～医師・中村哲の３５年間の実践

と思索』時午後２時～４時１５分

▼ 表彰式（人権ポスター・書道・作文）
時午後１時～１時４５分

名、住所、電話番号を書いてファク
スまたはＥメールで同課※右記二次
元コードからも申込可。

定先着１３０人申１１月１５日㈪から氏

danjyo@city.ashikaga.lg.jp

◀
中
村
医
師（
右
）と
谷
津

監
督（
中
央
）©
日
本
電
波

ニ
ュ
ー
ス
社


